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令和 5年度 自主事業 女性のキャリアアップセミナー 

事 業 報 告 書 

【 起業家への道 あなたは何合目ですか？ 】 

 

日時 令和 5年 12月 5日（火）受付 12：30 開始 13：0０～17：0０ 

目的 

本講座では、「女性版骨太の方針 2023 Ⅰ女性活躍と経済成長の好循環の現実に向けた取組

の推進②女性の起業家の育成・支援」を踏まえ、資金調達に関する制度周知をおこなうことで、

キャリアアップの支援を行うことを目指します。 

対象 関心のある方 

講師 
① 宮國 由紀江氏 （薬膳琉花 代表講師）  

② 小松崎 愛 氏 (沖縄県よろず支援拠点コーディネーター) 

会場 沖縄県男女共同参画センターてぃるる３階 研修室１・２ 

定員 30名〔定員に達し次第締切〕 

参加者数 13名（うち、男性 0名） 

講演 

内容 

（概要） 

①  「第一線で 20年、まだまだこれからも」 講話：宮國 由紀江 氏 

 

キャリアアップセミナー講話では、先輩女性起業家として 20 年のキャリアとなる、薬

膳琉花代表講師の宮國由紀江氏が講師となり、宮國さんが製造した「サンナッツ」は、令和

5年度沖縄県の「優良県産品」NEXT部門最優秀賞に選ばれました。 

 講話では、幼い時から身近にあった「製造業」が、現在の「サンナッツ」へと繋がったこ

と、栄養士として病院食に対する、おばぁーやおじーからの「食べ合わせの小言」が、薬膳

を知ることで、それは「うちなーんちゅ(古人)の知恵」であった驚きに変化したことを真摯

に語りました。薬膳をとおして「食べ物は薬、クスイムン」を実感し、製造の「サンナッ

ツ」には、材料の効能を記載していることを紹介しました。最後に「長寿日本一」として復

活するべく、沖縄県への思いを話されました。 

 休憩後、参加者からの質問に回答していただきました。 

 

②  「教えて『創業資金』のあれこれ」    講師：小松崎 愛 氏 

 

ご自身の起業経験から「創業前に補助金等を活用する」ことの有意さを話され、創業計

画書や資金返済シミュレーションなどをご説明いただきました。 

また参加者からの「資金」に関する質問には、「近年は補助金が少ない」という状況を説明

し、無料で相談できる「県よろず支援拠点」の活用を促し、タンス預金よりも金融機関への

預金が「信用に繋がる」と話されていました。 

 

最後に参加者の方々には、講座受講前と受講後の自らの「起業家」へ道を何合目として示

していただきました。 

閉会後は、事前希望者のみに個別相談をおこない、参加者は起業家としての一歩を踏み出

した様子でした。 
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参加者

の声 

・起業するのに、資金を集める方法ややりたいことに対して、悩む時間をつくるよりも、

行動が大事だなと思いました。 

・起業については、知識不足だったことを知り、講師の方々の話を聞くことで、少しずつ

具体化していきそうです。今後何をすると起業について準備していけば良いかが分かり

ました。 

・定年後の起業を考えています。あと 3年程あり、体力的にどの業種に希望があるのか考

えているところです。セミナーの参加は、とても良かったです。 

・出産・子育てをしながら、常に目標をもって活動していることに、感銘を受けました。

食を通して健康や社会へのかかわりなど、とても参考になりました。     

（一部抜粋） 

写真 

   

▶ご講話の様子：宮國 由紀江 氏 

            

▶質疑応答：会場からの質問の一部を紹介します。質問カード計 7枚 

・(薬膳を)普段の生活、調理などで気軽にできる(取り入れることができる)アドバイス等があれ

ば、聞きたいです。 

・妊娠・出産・子育てが「起業に繋がった」大きな決断となりました。料理教室と高齢者用宅

配サービスを始めるにあたっての迷いとか？ 

・起業全くの未経験で、まだ一歩も踏み出していませんが、スタートするにあたり、やってい

た方がいいことについて？例お金や人脈など 

・薬膳料理や料理教室での「お水」について、何か特別なものを利用していますか？ 

（一部抜粋） 

   

▶ご説明の様子：小松崎 愛 氏          ▶講座受講前(青)と講座受講後(赤) 

主催等 沖縄県・（公財）おきなわ女性財団 

 


